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九州大学は2011年の創立百周年を機に「九大百年　躍進百大」を

スローガンとして、すべての分野において世界のトップ百大学に躍

進することを目標に、「自律的に改革を続け、教育の質を国際的に

保証するとともに、常に未来の課題に挑戦する活力に満ちた最高

水準の研究・教育拠点となる」ことを基本理念として掲げて、研究、

教育、社会貢献に取り組んでいます。

第23代九州大学総長

総長メッセージ 　九州大学は1911年、当時の政府により、産業・

エネルギー革命の時代的要請、勃興しつつあっ

たアジアの玄関口にあたる地理的重要性、そし

て西日本における先進的人材育成の必要性によ

り福岡に設立されました。その後多くの学部や

研究所等を増設して我が国有数の総合大学とし

て発展し、人類社会の発展に貢献する様々な研

究成果を生み出すとともに、アジアを中心とした

国や地域と学術・教育交流を深め、数多くの有

為な人材を社会へ送り出してきました。

　九州大学は、「時代の変化に応じて自律的に

変革し、活力を維持し続ける開かれた大学の構

築」、「世界最高水準の研究・教育拠点の創造」を

コンセプトに、箱崎、六本松、原町のキャンパス

を統合移転し、福岡市西区元岡・桑原、糸島市に

またがる地区に伊都新キャンパスを整備し、本

年9月末に完成しました。

　伊都キャンパスは、1500年以上前から我が国

と大陸とをつなぐ文化の結節点であり、当時の

我が国最先端の文化が往来した場所にあり、豊

かな自然環境に恵まれた丘陵地です。東西3km、

南北2.5km、272haの広大な敷地を『自然と歴史

のオアシスキャンパス』として整備し、地下水や

生態系、歴史的な遺跡の保全と共生に努めてい

ます。

　伊都キャンパス完成まで、多大なご支援を賜

りましたすべての皆様に厚く御礼申し上げます。

本学は、この未来型キャンパスを核として、教育、

研究、診療、産学官民連携など多様な活動を推

進していきます。

　教育面では、平成30年4月に、12番目の学部と

して国際社会で活躍するグローバル人材を育成

する「共創学部」を設置しました。共に構想し、連

携して新たな物事を創造する「共創」により、新

たなイノベーションの創出に取り組むグローバル

人材を社会へ輩出していきます。

　本学は、学生、教職員、同窓生、企業、地域に

お住いの方々など、数多くの方々の支えにより成

り立っており、これらの方々の期待に応えていく

使命があります。

　この財務レポートは、「九州大学を支えていた

だいている皆様に、より身近な存在として九州

大学を感じていただきたい」という想いを込め、

よりわかりやすくお伝えすることを心がけ作製し

ました。

　皆様におかれましては、本学の財務状況を

知っていただき、今後益々のご理解・ご支援を賜

りますようお願い申し上げます。

平成30年12月
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アクションプラン2015-2020

　九州大学は創立百周年を機に「躍進百

大」を掲げ、新たな百年に向けた基本理念を

定め、それに基づくアクションプランを軸と

して、全国の大学に先駆けて数々の改革を

自ら発案・実施し、常に自己改革を図ってき

ました。世界トップレベルの新キャンパスが

完成したこの機をとらえて、これからの百年

の発展を築くために、「大学改革活性化制

度」等の実績を生かしつつ、高大接続段階

から研究者育成段階に至る人材育成機能を

再構築することで、優れた人材を獲得・育成

する「九州大学ルネッサンスプロジェクト」を

実施します。特に、大胆な経営改革により、

秀逸な若手・女性・外国人研究者の獲得・育

成の人事好循環を生み出し、「常に未来の課

題に挑戦する大学」として進化し続けます。

　九州大学は平成30年4月に共創学部を設置しました。

　大規模地球変動、生物多様性の減少、宗教・民族対立な

ど、人類は今、地球的・人類的とも言える諸課題に直面してい

ます。こうした問題の多くは、種々の要因が複雑に絡まりあっ

て生じているために、一つの学問体系だけでは、根本的な解

決に結びつけることが困難です。共創学部では、文系・理系と

いった既存の学問の枠組みを超え、課題解決に関連する幅広

い知識を学びます。そして、学んだ知識をどのように組み合わ

せれば解決への新たな道筋が開けるかを構想し、異なる専門

や知識を持つ人 と々共に学び、切磋琢磨します。さらには海

外留学等を通じて、様々な経験を積み、その経験をまた、次の

構想へと活かしていきます。こういったプロセスを繰り返し、

絶えず変化するグローバル社会において新たな知や価値を

生み出す人材を育成します。

　九州大学の文系4学部（文学部・教育学部・法学部・経済学部）は、それぞれの学問分野に蓄積された知的資産を相互に開放

し、体系的に提供する「文系4学部副専攻プログラム」を平成30年4月からスタートさせ、2年次の学生130名（延べ193名）がプログ

ラムの履修を開始しています。副専攻プログラムでは、「横断型プログラム」と「専門領域型プログラム」の二つのプログラムを開設

し、自学部で学ぶ深い専門性に加え、人文・社会科学分野の知的広がりを獲得して、多様化する現代の社会問題を学際的に把握

し、解決に取組める、視野の広い人材を共同で育成します。横断型プログラムは、「歴史」「アジア」「情報」「ビジネス」という現代社

会を解くための四つの重要なテーマを設定

し、文系4学部で開講されている科目を体

系的に提供することで、「深く×広く」学ぶこ

とができる全国的にもユニークなプログラ

ムです。専門領域型プログラムは、文系4学

部の13の専門領域を体系的に学べる機会

を提供し、複数の専門領域の方法論や学問

体系を「深く×深く」学ぶことができます。

文系4学部副専攻プログラムの修了要件を

満たした学生には、卒業時に学士の学位記

に加え「プログラム修了証」を授与します。

共創学部による課題解決型グローバル人材の育成重点
取組

文系４学部副専攻プログラムスタート重点
取組

　九州大学は、すべての分野において世界のトップ百大学に躍進

する「躍進百大」というスローガンを掲げ、「自律的に改革を続け、

教育の質を国際的に保証するとともに、常に未来の課題に挑戦す

る活力に満ちた最高水準の研究・教育拠点となる」を基本理念と

し、この実現のため、第３期中期目標期間における具体的な目標及

び取組として九州大学アクションプランを策定しました。

「躍進百大」の実現を目指して取り組んでいます。

世界最高水準の研究とイノベーション創出1
世界の最高水準の卓越した学術研究の推進／新研究領域創出・育成に向けた基盤的研究の支援強化と人材育成／競争的経費の戦略的獲得

グローバル人材の育成2
「新学部」の設置と教育の国際化改革／教育の質の保証／高大接続改革

先端医療による地域と国際社会への貢献3
高度先進医療の開発と提供／高度な専門性を持つ全人的医療のできる医療人の育成／基礎研究の臨床への展開と学術研究の推進

学生・教職員が誇りに思う充実したキャンパスづくり4
グローバル・ハブ・キャンパスの実現／病院地区・大橋・筑紫キャンパスの整備／安全・安心・快適な教育・研究・診療環境づくり

組織改革5
世界的研究・教育拠点として全学一体となった自律的改革／資源配分・再配分を柔軟かつ最適化する「九州大学機能強化システム」の構築／徹底した法令遵守と危機管理体制の構築

社会と共に発展する大学6
産学官民連携・地域創生／”九大情報”のわかりやすく魅力的な発信／社会と共に発展する”九大ネットワーク”づくり

http://kyoso.kyushu-u.ac.jp/

平成30年度入学者選抜状況　　

募集人員105人　　　　　　
志願者486人（志願倍率4.63）
合格者数115人（108人入学）

九州大学ルネッサンスプロジェクトによる人材育成機能の再構築
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日本最大級の面積
（P7参照）

2,717,130m2

伊都キャンパス

442,104 m2

箱崎キャンパス

311,239m2

病院キャンパス

257,334 m2

筑紫キャンパス

63,058 m2

大橋キャンパス

100,217m2

別府キャンパス

71,906,065m2

その他（演習林など）

ケンブリッジ大学、マサチューセッツ工科大学、
プリンストン大学 など

共創学部、文学部、教育学部、法学部、経済学部、理学部、
医学部、歯学部、薬学部、工学部、芸術工学部、農学部

人文科学府、地球社会統合科学府、人間環境学府、法学府、
法務学府、経済学府、理学府、数理学府、
システム生命科学府、医学系学府、歯学府、薬学府、工学府、
芸術工学府、システム情報科学府、総合理工学府、
生物資源環境科学府、統合新領域学府

留学生

12%

8人の学生に1人

ミュンヘン
（ドイツ）

カイロ
（エジプト）

バンコク
（タイ）

ハノイ
（ベトナム）

ソウル
（韓国）

サンノゼ
（米国）

ワシントンDC
（米国）

ジョグジャカルタ
（インドネシア）

ロンドン
（英国）

北京
（中国）

台北
（台湾）

1,995人の

671件国際交流協定

11カ所海外オフィス・ブランチオフィス

12 学部学部数 18 学府大学院(学府)数

国際交流数
（留学関係） 九大生が 63の国・地域へ

2,313人の
留学生が99

2,313人留学生数

500人

18,668人

（学部生11,679人、大学院生6,989人）

学生数 75,797,147m2

土地
面積
合計

九州大学基礎データ
数字から見える九州大学のすがた。

平成30年5月1日現在

（2,313人/18,669人）

9人の学生に1人の教員教員あたり学生数

（常勤教員数2,072人で算定）

創立106年

100床

1,415 床病床数

ヨーロッパ

中東

アフリカ

アジア

北米

中南米

オセアニア

の国・地域
から九州大学へ

500人

7,922 人

（教員・研究員2,966人、事務・技術職員等4,956人）

教職員数

50万冊

428 万冊蔵書数

（平成30年3月31日現在）
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の道のり移転
　本学は、「時代の変化に応じて自律的に変革し、活力を維持し続

ける開かれた大学の構築」と「それに相応しい研究・教育拠点の想

像」をコンセプトとして、伊都キャンパスへの統合移転整備を推進

してきました。平成24年度からは第Ⅲステージに入り、平成26年4

月には九州大学本部が移転し、平成27年10月には理学系が移転

し、平成30年には、人文社会科学系、農学系等が移転し、移転計画

は完了しました。

の開催記念式典
　伊都キャンパスへの移転が完了し、国内最大規模のキャンパス

が完成したことを記念するため、9月29日（土）に「九州大学伊都

キャンパス完成記念式典」を挙行しました。記念式典には、国会議

員の方々、文部科学省等の関係省庁の方々、在外公館関係者、地

方自治体の関係者、大学関係者、地元政財界、同窓生の方々、キャ

ンパス整備に関わっていただいた関係者など、約1,000名の方々に

参列いただきました。この式典の場において、久保総長が、これま

でキャンパス移転にご支援ご協力いただいた多くの方々への謝辞

を述べるとともに、今後、伊都キャンパスを拠点として新たな時代

を歩み始めるに際して、これまでの感謝と将来への決意を込めた

「伊都キャンパス宣言」を公表しました。

　このキャンパスを東西に走る2000メートルの通路は、まさに人文

社会科学系から理学、工学、そして農学と幅広い学問をつなぐとと

もに、過去から未来への架け橋であります。

　私達のキャンパスは、

１．世界をリードする人材と新しい科学を生み出すキャンパス

２．未来社会を切り拓く研究成果の実証実験の場としてのキャンパス

３．歴史や自然など豊かな環境と共生するキャンパス

を目指してまいります。

　九州大学は、学生や教職員が世界の人 と々、学びあい、語り合

い、競い合う、機能的で美しいキャンパスを得ました。

　今日新たに大学のイノベーションの扉を開き、九州大学から日

本、世界へ発信し、未来に向けて躍進し続けることを誓います。

　これからの九州大学にどうぞ御期待ください。

伊都キャンパス
統合移転

第Ⅰステージ（平成17～19年度）

総数：約5,200人
（学生 4,200人、教職員 1,000人）

［移転人数：約5,200人］
●工学系（工学部建築学科を除く）　　●理系図書館Ⅰ

箱崎より移転完了（～H18年度）第Ⅰステージ終了

六本松より移転完了（～H21年10月）第Ⅱステージ終了

用
地
再
取
得

H
24
年
度
完
了

伊都キャンパス完成
　2005年から整備を進めておりました伊都キャンパス移転事業が、

皆様方の多大なご協力のもと、2018年9月に完了しました。学生・教

職員約19,000人が集結した国内最大規模（272ha）の伊都キャンパ

スにおいて、新たな歴史を刻み始めます。これからも未来の課題に

挑戦し、新しい価値を創造して、世界に向けて発信してまいります。

移転スケジュール

椎木講堂

ビッグオレンジ

センター1・2号館 中央図書館

センター3号館（基幹教育院）

伊都ゲストハウス

稲盛財団記念館

伊都図書館（理系図書館）

ドミトリーⅠ・Ⅱ

ドミトリーⅢ
イースト1・2号館（人文社会科学系）

ウエスト1号館（理学系）

ウエスト2号館（工学系）

ウエスト3号館（工学系）

ウエスト4号館（工学系）

ウエスト5号館（農学系）

第Ⅱステージ（平成20～23年度）

総数：約10,800人
（学生 9,500人、教職員 1,300人）

［移転人数：約5,600人］
●理学部数学科
●マス・フォア・インダストリ研究所
●理系図書館Ⅱ

●基幹教育院
●比較社会文化研究院
●言語文化研究院
●数理学研究院

第Ⅲステージ（平成24～30年度）

総数：約18,700人
（学生 15,500人、教職員 3,200人）

［移転人数：約7,900人］

●農学系
 農学研究院
 附属施設等

●その他
 留学生センター
 事務局
 課外活動施設など

●附属図書館
●人文社会科学系
 人文科学研究院
 人間環境学研究院（工学部建築学科を含む）
 法学研究院
 経済学研究院
 統合新領域学府

●カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所
●次世代燃料電池産学連携研究センター
●椎木講堂
●伊都協奏館・ドミトリーⅢ
●共進化社会システムイノベーション施設
●理学系
●情報基盤研究開発センター
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貝塚駅

健全な運営を図りつつ、知の世界的拠点として発展し続けます。

国民のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

　運営費交付金は、大学の業務運営の基盤となる財源として、毎

事業年度、国から交付されるものです。法人化初年度の平成16年

度は485億円の交付を受けましたが、国の厳しい財政状況により

年々減少傾向にあり、平成29年度は、415億円の交付となりまし

た。大学が持続的に発展していくためには、最低限、減少した運営

費交付金相当額の資金を獲得していく必要があります。本学では、

大学施設の有効活用などにより自己収入の増加を図るとともに、

魅力的な研究課題を提案することで受託研究や補助金など外部

資金の獲得（P29参照）に努めています。

交付金のみに頼らない財務基盤
　本学は、箱崎キャンパス跡地の計画的なまちづくりと円滑な跡地

処分を推進するため、福岡市とともに、学識経験者、地域住民代表、

経済界、その他関係機関等で構成される「箱崎キャンパス跡地利用

協議会」を平成２５年７月に発足しました。同協議会において議論を

重ね、本年７月に、まちづくりの指針となる「九州大学箱崎キャンパ

ス跡地グランドデザイン」を策定したところです。箱崎は、千年以上

前から文化の交流拠点であり、百年前に九州大学が設立されてから

は知の拠点として発展してきました。箱崎キャンパス跡地に大学百

年の歴史を継承し、新たな百年に向けて発展を続け、地域のみなさ

まに喜んでいただける、より良いまちが形成されるよう、本学は、引

き続き福岡市と連携して取り組んでいきます。また、２０２０年度に

は、跡地南エリアの土地利用事業者を公募する予定です。

箱崎キャンパス跡地の未来像

　九州地区の国立大学法人等（8国立大学、8高等専門学校）と協

力し、電力の共同調達を実施しました。電力契約は、スケールメリッ

トを獲得しやすく、共同調達に適しています。本学では、平成28年

度の電力小売自由化を受け、平成29年度に、他大学に先駆け低圧

電力の入札を実現しました。更に、平成30年度には、全国初の試み

として、同一電力管内における複数法人の高圧及び低圧電力契約

を取りまとめ、一括入札を実現しました。本取り組みの結果、九州

地区全体で年間1億7,500万円の経費削減を見込んでいます。本学

では、今後も、共同調達対象品目及び共同調達参加機関の更なる

拡大を検討していきます。

電力共同調達による経費削減

　社会との新たな連携のカタチとして、ネーミングライツとクラウ

ドファンディングを導入しました。ネーミングライツとは、本学の施

設等に企業の愛称等を設定していただくもので、第１弾として中央

図書館のパートナーを募集しました。クラウドファンディングとは、

インターネットを利用して自らの夢やアイデアを発信し、共感を得

た方々からの資金協力を得て、夢やアイデアを実現させる仕組み

で、資金調達が課題となって眠らせたままの、夢のあるアイデア、

未来を創造するアイデアを、この活動によって実現させていきま

す。本学では、これらの取り組みを通して、社会との連携を強め、よ

り多くの方々に九大の取り組みを知っていただき、本学の応援団・

ファンになって頂きたいと思っています。

社会との新たな連携のカタチ

▲箱崎キャンパス 第一庁舎

単位：億円
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箱崎キャンパス
九州大学の寮など
箱崎中学校
貝塚公園

（READYFOR株式会社 提供サイト）

https://readyfor.jp/lp/kyusyu_univ/index.html

（変更前） （変更後）

スケールメリットによる競争性の確保と価格低下を実現

調達業務の効率化

各機関が、
小売電気事業者と契約

九州大学が
各機関をとりまとめて、一括契約

九州大学
九州大学

小売電気
事業者Ａ

小売電気
事業者B

小売電気
事業者C 小売電気

事業者D

Ａ国立大学 Ａ国立大学Ｂ高等
専門学校

Ｂ高等
専門学校

▲九州大学クラウドファンディング特設サイト

▲ネーミングライツパートナーを
　募集中の中央図書館

『福岡市』による『土地区画整理事業』

貝塚駅周辺を含む脆弱な都市基盤の解消および総合的な交通結節機能の強化（駅前広場整備，東西方向の連絡性向上など）

貝塚公園や箱崎中学校などの公共施設の再配置と移転跡地の活用

市有地や公共施設が多い中での市の主体的な関与

北エリア（約20ha）

九州大学は，早期の資金確保と適切な土地処分のため，迅速な都市基盤整備が可能な事業者として，UR都市機構を選定

福岡市は，ＵＲ都市機構による都市計画道路等の「直接施行制度」を活用

『ＵＲ都市機構』による『開発行為』

南エリア（約30ha）

九州大学が関係機関と連携して取り組むまちづくり事業
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基幹教育による成長モデル

社会の中の新たな問題との出会い
社会の課題

新たな学問分野の開拓

中等教育 九州大学

学習者の成長

骨太のリーダーの育成

基幹教育

鋭敏な問題意識・好奇心

教科教育

課題を発見し、解決を導く知

豊かな教養を吸収して
しっかりとした根を張る

知識や感性、ものの見方・考え方の
枝葉を伸ばしていく

生涯にわたって学び続けるための
強靭な幹を形成していく

実り多き学生時代のために、ひとりひとりサポートします。

学生・受験生・保護者のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

　経済的理由により授業料等の納付が困難で、学業優秀と認めら

れる学生を対象に入学料や授業料を免除する制度があります。加

えて、本学独自の経済的支援として、優れた志を持ち学業成績が

優秀な学部学生を対象とした「山川賞」や「学生交流協定に基づく

交換留学生の授業料不徴収」など、学生に対する経済的支援を積

極的に導入しています。また、新たに中本博雄様（福岡市）のご寄

附により「中本博雄賞」を創設し、①海外留学支援、②学生の海外

派遣支援、③修学支援を行い、20年間にわたり、年間約65名の学

生が、学業に専念し、また、海外留学等の貴重な機会を得ることが

可能になります。本学では、引き続き、学生に対する積極的な経済

支援に取り組みます。（関連情報P32）

安心して学ぶための経済支援

　伊都キャンパスをはじめ、大橋キャンパス等に学生寮を整備し、

1,300人以上の学生が生活しています。とりわけ、伊都キャンパスの学

生寮は、多国籍の学生が混住する国際寮で、個人の生活を尊重しつつ

人間関係を構築し、多様な学生と交流できるよう配慮しています。こ

こでは、「ドミトリーリーダー」という学生寮で生活経験のある学生を

配置しており、受け入れ時のサポートだけではなく、日常的な生活相

談にものってくれますので、初

めて一人暮らしをする学生も安

心して生活できます。また、入

寮の歓迎会や各国料理を持ち

寄るパーティーなども企画し、

異文化交流を育んでいます。

異文化交流を育む学生寮

　九州大学起業部は、平成29年6月に大学公認の部活動として設

立されました。学生ベンチャーの創出を目的とし、10年間で50社の

創出を目指します。部員はチームを組んでビジネスプランを作成し、

国内外のビジネスコンテストに参加しながらプランをブラッシュ

アップし、起業を目指します。このような中、平成30年1月に医学部

4年次在籍中の部員によりメドメイン株式会社が誕生しました。顕

微鏡の画像から人工知能（AI）を使って病気の有無の判定などを

支援するソフトを開発する会

社で、病理診断結果が5分で

得られるため病理診断の迅速

化に貢献していきます。九大

発・学生ベンチャーとして、世

界市場に向けて、医療分野の

イノベーションを目指します。

学生サークルからの起業

　本学では、学生の学びの環境を支えるべく、修学支援、キャリ

ア支援、生活支援、正課外活動支援といった様々な支援に取り組

んでいます。新入生へのガイダンス、履修相談、進路相談、学費免

除、奨学金にとどまらず、アルバイトの斡旋、ＯＢ・ＯG訪問支援

など、幅広い支援を行っています。また、キャンパスライフ・健康

支援センターでは、医師、カウンセラー、コーディネーター、体育

指導を専門とする教員が、専門的な見地から、心身の健康、人間

関係、ダイエットや禁煙等、身体的なものから心理的なものまで

様々なご相談に対応しています。なお、このセンターでは、保護者

のみなさまからのご相談もお受けしております。学生が実り多き

学生生活をおくれるよう、引き続き、一人ひとりに寄り添う支援を

行っていきます。

多面的な学生支援

　ベネッセグループと英国の教育専門誌のタイムズ・ハイヤー・エ

デュケーション（THE）が発表した日本版大学ランキングで、本学

は昨年７位から２位ランクアップし、国内５位となりました。日本

版ランキングの指標は、教育リソース、教育充実度、教育成果及び

国際性の４分野13項目で構成されています。本学が最もランクが

高かった分野は教育成果（国内３位）で、企業人事及び研究者の

評判が高かったことを示しています。また、昨年に比べて国際性

のスコアが伸びており、留学

生数（受入・派遣）や外国語で

行われている講座数などが評

価されています。

THE世界大学ランキング国内５位

授業料、入学料の免除

大学院生の教育補助業務に対する手当

山川賞、中本博雄賞

学生交流協定に基づく交換留学生の授業料不徴収

博士課程学生の研究補助事業に対する手当

学士課程（国際コース）の成績優秀者に対する奨学金

主な本学独自の経済的支援

▲久保総長と
　メドメイン株式会社 飯塚 代表取締役

▲学生支援サイト https://career.kyushu-u.ac.jp/top

　生涯にわたり自律的に学び続けるアクティブ・ラーナーを育成す

る「基幹教育」を開始しています。具体的には、『基幹教育セミ

ナー』、『課題協学』に代表される文理融合クラスでの教育です。授

業では、ものの見方・考え方・価値観の異なる人と多様な知を交流

自律的な学ぶ力の涵養
し活動する能力、差異を認め合う共感性、そして問題解決へと導く

コミュニケーション能力が磨かれています。さらに、異なる学部の

仲間との対話や自己省察を通じて主体的な学び方を身につけ、そ

れぞれに生涯にわたって学び続ける強靭な幹が育まれています。

▲交流会の様子

▲伊都協奏館（伊都キャンパス学生寄宿舎）
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▲指定書と表示板を披露する （左から）石橋前病院長、

　小川福岡県知事、山下特任准教授（子どものこころの

　診療部/精神科神経科）

患者さんに満足され、医療人も満足する医療の実
現を目指します。

１．広域医療圏拠点としての連携体制の構築
２．高度先進医療を支える医学研究の推進
３．全人的医療を実践する医療人の養成
４．小児から高齢者まで包括する移行期医療の充実
５．国際化の推進

患者さん、そして医療人が満足する最新最良の医療を追求します。

病院ご利用・医療関係者のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

◀がんゲノム医療
　中核拠点病院指定書 

　指定期間：
　平成30年4月1日ー
　平成32年3月31日

　九州大学病院は、110年余りの歴史を持ち、国立大学病院では最大規模の1,400

床を超える病床を有し、入院・外来患者数及び高難度手術や臓器移植を含む手術件

数などの診療面、臨床研究並びに国際化の取組など、国内屈指の実績を有する大学

病院です。近年では「臨床研究中核病院」の承認を受け、国際水準の臨床研究や医

師主導治験の中心的な役割を担う病院として位置付けられたほか、「臨床教授等制

度」を活用して毎年優れた技術をもつ外国人医師を招へいし、世界最高水準の医療

技術の導入にも努めています。また、「国際医療部」の設置、「外国人患者受入れ医療

機関認証制度（JMIP）」の認証取得など、医療の国際化を推進し、さらに、「がんゲノム

医療中核拠点病院」、「福岡県発達障がい者支援拠点病院」に指定されるなど、広域

医療圏拠点としての連携体制構築に向けて事業を展開しております。多くの患者さ

ん、そして医療人が満足する医療実現のためには、これまでに築かれた基盤や伝統

を守るとともに、独創的な新たな取組みを展開しながら、さらに経営面の強化にも努

めていく必要があります。九州大学病院は、日本有数の大学病院として、世界に通じ

る最高水準の医療・研究・教育を志し、病院理念の実現と「九州大学アクションプラ

ン2015-2020（先端医療による地域と国際社会への貢献）」の実現に向けて取組んで

いきます。

　平成30年2月16日付で、厚生労働省が公募した「がんゲノム医療中核拠点病院」のひ

とつに指定されました。がんゲノム医療中核拠点病院は、国民が全国どこにいてもがん

ゲノム医療を受けられる体制（がんゲノム医療推進コンソーシアム）を構築するため、個

人の遺伝子情報に基づき最適な治療法を選択するがんゲノム医療の中心的役割を果

たし、がんゲノム医療を牽引する高度な医療を有する医療機関として必要な機能を有

することを要件に指定されるもので、本院を含む国内11か所の医療機関が指定を受け

ました。今後、九州地方の中核病院として、連携病院との協力のもと、がんゲノム医療

の推進を図って参ります。

がんゲノム医療中核拠点病院に指定

　平成29年6月に、福岡県から、身近な地域の発達障がい児・者への対応について、

医学的側面からの支援強化のため「福岡県発達障がい者支援拠点病院」に指定され

ました。厚生労働省は、都道府県域の拠点病院を中核とし、地域支援体制の確立に

向けて「子どもの心の診療ネットワーク事業」を各自治体で推進しています。本院で

は、高度先進医療機能、多職種チームによる専門的な診療・支援体制、集学的な臨床

研究の基盤を活かして、支援機関のスタッフや診療に携わる医師の育成、多職種の支

援ネットワーク構築のバックアップを行います。また、県下の発達障がい者支援セン

ターとの緊密な連携を図りながら、専門職向けの講習・研修・相談などの事業を展開

していきます。

福岡県発達障がい者支援拠点病院への指定

　運営費交付金収益の減少に対応するため、病院の経営努力により附

属病院収益の増加に努め、当期総利益としては、前年度と同規模を確

保しました。

　※附属病院収益増加の主な要因

　・手術件数の増に伴う手術料の増加

　・平均在院日数の短縮等に伴う入院診療単価の増加

　・地域医療機関との連携強化等による外来患者数の増加

【平成29年度の概要】

理念と方針

▪経常費用

 業務費

  教育経費

  研究経費

  診療経費

  受託研究費等

  受託事業費

  人件費

 一般管理費

 その他

▪経常収益

 運営費交付金収益

 附属病院収益

 受託研究収益等

 受託事業等収益

 寄附金収益

 補助金等収益

 施設費収益

 資産見返負債戻入

 その他

 （経常利益）

▪臨時損失

▪臨時利益

 （臨時損益）

▪当期純利益

▪目的積立金取崩額

▪当期総利益

54,504

53,775

22

1,163

31,732

1,107

196

19,552

353

375

55,282

4,949

46,888

1,306

200

294

590

123

532

395

778

57

3

53

724

0

724

52,035

51,007

31

1,378

30,257

773

104

18,461

558

470

52,864

5,242

44,215

962

106

289

1,039

71

562

375

829

0

0

▲0

828

0

829

2,468

2,768

▲8

▲214

1,474

334

91

1,090

▲204

▲95

2,418

▲292

2,673

344

94

5

▲448

51

▲29

19

▲50

56

2

53

▲103

0

▲104

平成28事業年度 平成29事業年度 増減事項

損益計算書（病院セグメント） 附属病院収益

500

400
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200

100

0

50

40

30

20

10

0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H28 H29H27

手術件数（件）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H29H28H27

附属病院収益（億円） 対前年度増減額（億円）

病床稼働率（%） 1日あたりの外来患者数（人）

病床稼働率及び1日あたりの外来患者数

92

88

84

80

0

3,400

3,000

2,600

2,200

0

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

（単位：百万円、単位未満切捨）

6

11

24

9

13

22

14

20

13

26

17

26

17

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H29H28H27

手術件数

12,000

10,000

8,000

6,000

0
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企業等から申込書の送付
申込書はホームページから取得できます。

コーディネーターが詳しいお話をお聞きします。

コーディネーターによるプレヒアリング

課題解決のための最適な対応方法等を検討します。
内容によっては対応できないこともあります。

対応方法等の決定（毎週部内で検討会）

日程調整はコーディネーターがサポートします。

※外部専門家による面談は、必要に応じて設定します。

マッチング教員選定・三者面談実施

技術相談（有料）/技術指導/受託研究・共同研究

起業相談の流れ

社会の豊かな発展のために、本学の研究シーズをご提供します。

企業のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

学術研究及び産学官連携支援のワンストップ窓口  学術研究・産学官連携本部

　学術研究・産学官連携本部では、企業等外部機関からの技術的

な課題にお応えするための技術相談窓口を常時開設しており、平

成29年度は、137件のご相談をいただきました。お申込みいただけ

れば、専門スタッフが詳しい内容をお聞きし、課題解決のために最

適な研究者の紹介及び最適な対応（技術相談（有料）、技術指導、

受託研究・共同研究、他機関の紹介等）をご提案します。食品、バイ

オ、機械、エネルギー、医学、経営、デザイン等、幅広く受け入れてい

ますので、お気軽にご相談ください。

企業等のイノベーション創出を応援します。

　企業の個々の研究開発ニーズを解決するだけでなく、各種の要

素研究の融合を図りながら独創的なコンセプトを創出し、産学の

両者が共同して国際競争力に優れた最先端の実用化技術を開発

することを目的とした「組織対応型連携」を実施しています。組織

対応型連携では、当該研究目的に沿う最適な研究グループを広く

全学的に組織し、企業と契約を結びます。平成２９年度には、大鵬

薬品工業（株）、オムロンヘルスケア（株）、ソニーセミコンダクタマ

ニュファクチャリング（株）、平成３０年６月には、持田製薬（株）、

（株）ホンダ・リサーチ・インスティチュート・ジャパンと新たに連携

し、平成３０年６月時点で７２におよぶ企業、国、自治体、研究機関

等と連携して研究開発を行っています。また、平成29年9月に製薬

企業等の本社が集中する日本橋（東京都中央区）にサテライトオ

フィスを開設し、企業との連携拡大や大型共同研究の増大などを

通じて、研究の活性化や高度化の促進に取り組んでいます。

「組織」対「組織」の産学官連携

　組織対応型連携の枠組みの中で、企業等からの研究開発テーマ

について一定期間集中的に共同研究を実施する拠点を設置する

「共同研究部門制度」を運用しており、平成30年6月時点で11の部

門が活動を展開しています。拠点を設置し、一定期間継続的に研究

を行うことにより、社会の発展に資する研究の高度化と多様化を図

ることを目的としていることが特徴です。共同研究部門において

は、研究開発テーマに専念する「共同研究部門教員」を雇用・配置

し、当該教員を中心に共同研究を実施します。また、学術研究・産学

官連携本部が組織対応型連携の研究事業に係る支援活動の一環

として、研究進捗管理や研究推進支援を行います。

学内に共同研究専用ラボを設置します。

　学術研究・産学官連携本部では、本学の研究成果を基に事業を

展開する九州大学発ベンチャーの創出・育成支援を行っています。

一例として、本学の研究成果の実用化(起業化)の可能性について

検証等を行う「九大ギャップファンドプログラム」を昨年度から実

施しています。採択した事業シーズの情報は下記ウェブサイトの

TOPICS一覧で公開しており、各テーマ毎に将来の起業家候補等

(学外者可)も随時募集しています。ご興味のある方は下記ウェブサ

イト内の「起業相談」でお問合せください。また、ロバート・ファン

／アントレプレナーシップ・センター(QREC)では、企業様と連携し

た企業参加型授業や研究シーズの事業化を検討する授業等、起業

家人材の育成にも力を入れています。ご興味のある企業様は

QRECのウェブサイトよりお問い合わせください。

大学発ベンチャーを支援します。

九大ギャップファンドから九大発ベンチャーが誕生

九州大学日本橋サテライトの開設

　九大ギャップファンドから、初めての九大発ベンチャー「KAICO株式会

社」が誕生しました。同社は、農学研究院が研究を進めてきた特殊なカイコ

を使って組換えタンパク質を生産し、研究試薬や体外診断薬・ワクチン等へ

商業利用する事業を展開します。本学は、今後も研究成果活用型ベン

チャーを積極的に推進して参ります。

　ライフサイエンス分野のイノベーション創

出に向けた産学官連携を推進するため、首

都圏における活動拠点として、平成29年9

月、東京・日本橋に「九州大学日本橋サテラ

イト」を設置しました。ライフサイエンス関

連企業等と本学の研究者との交流が活発

になることを通じて、創造的かつ先進的な

研究を生み出し、ライフサイエンス分野の産学官連携をさらに加速し

ていきます。

組織対応型連携推移
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共同研究受入額百万円 共同研究件数
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H22
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H29

682
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429
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434

学術研究・産学官連携本部のウェブサイト：https://airimaq.kyushu-u.ac.jp/ja/index.php

QRECのウェブサイト：http://qrec.kyushu-u.ac.jp/

　ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター（ＵＲＡ）制度の導入に伴い、研究活動をサポートする人材を組織的に配置し、学術研究及

び産学官連携活動に資する情報提供と種々の外部資金獲得に繋がる提案や、知的財産等にまつわる活動を含めた支援体制の強化を図るた

めに、平成２７年４月に学術研究・産学官連携本部を設置しました。本学における学術研究及び産学官連携支援のワンストップサービスを提

供し、社会と九州大学を結ぶ窓口として活動しておりますので、お気軽にご相談ください。

共同研究部門概念図

資金・研究者・製造・
技術・研究資料等、
企業ニーズを提供

研究院又はセンターの研究部門として位置づけ

専任の教授または准教授、
企業研究者、ポスドク、
協力教員、大学院生等

◯設置期間は2～5年（更新可）

◯教授又は准教授1人以上で構成

◯民間機関等と本学が協議して運営

民間機関等との共同研究に係る

組織的・継続的研究拠点の形成

部局
各研究院・附置研究所など

A部門 B部門

施設設備の提供、
研究協力者の派遣
先端機器、設備

共同研究部門

九州大学 民間機関等

詳細は学術研究・産学官連携本部ウェブサイトをご覧ください。

九大産学官 検索

お問合せ 学術研究・産学官連携本部
産学官連携渉外・調整グループ

TEL 092-832-2127
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多大なご支援により、九州大学ネットワークがつながります。

同窓生のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

開かれた大学として、地域と共に発展していきます。

地域のみなさまへ
パートナーとしての九州大学

▲東京同窓会サマーフェスタ2017の
　様子（平成29年8月26日開催）

▲松の実会（女子卒業生の会）の様子
　（平成30年2月18日開催）

▲うまかもん市、研究成果見本市の様子
　（アカデミックフェスティバルより）

▲高大連携イベントでのポスター
セッション（アカデミックフェスティバルより）

▲九州大学校友会ウェブサイト

　近年は、各学部・学府の同窓会、国内外の各地域同窓会、学生

寮同窓会、女子卒業生の会など多くの同窓会が開催されており、

旧交を温めるのみならず、本学学生の就活支援や市民公開講座

の開催なども行われています。また、各種の同窓会を会員とする

九州大学同窓会連合会も組織されており、本学はこうした同窓

会組織と密に連携しながら、相互の発展に取り組んでいます。

同窓生との連携協力

　平成18年度から、同窓生、教職員、在学生、名誉教授、地域の方

等を招へいし、アカデミックフェスティバルを実施しています。平成

29年度は、トークショー、ミニ講義、交歓会、伊都キャンパスバス

ツアーなどの催しに1,700名を超える参加がありました（平成29年

10月21日開催）。引き続き、高校生、地域の方々など社会のみなさ

まとの結びつきを一層深めていけるよう努力していきます。

世代を超えた交流活動

　同窓生、教職員等を構成員とする様々なグループの活動や交流

の活性化を応援するため、「九州大学校友会ウェブサイト」を開設

しています。同窓会や親睦会などのグループページを無料で作成・

利用でき、お知らせやイベント情報の書き込み、メンバーへのメッ

セージ送信等が可能です。

校友会はこちら　http://koyukai.kyushu-u.ac.jp

九大で繋がるウェブサービス

　平成29年7月の九州北部豪雨災害以降、本学は横断的に、あらゆる

側面から朝倉市や東峰村の支援を行ってきました。そのような活動の

一環で、本学芸術工学研究院プロダクトデザイン研究室と、福岡県筑

紫野市にあるトポスデザイン株式会社は、朝倉の杉を使ったつがいの

鵜の起き上がりこぼしをデザイン・制作しました。この起き上がりこぼ

しは、古くから筑後川で行われている、朝倉ゆかりの鵜飼の鵜になぞ

らえており、九州北部豪雨で被災された方 に々も何度も立ち上がって

欲しいという願いを、鵜が何度も川に潜って鮎を突く姿に見たてたも

のです。また、今後朝倉地域の経済活動として展開していくように「あ

さくら杉」を使用しています。この起き上がりこぼしは、福岡県でふる

さと納税の「お礼の品」として採択され、本年度福岡県や朝倉市など

でふるさと納税（ふるさと寄付金）をした方への返礼品となりました。

九州北部豪雨復興支援

▲あさくら杉を用いた「鵜」の起き上がりこぼし

「九州大吟醸」は、原料の一部に農学

部附属農場の酒米を使用していま

す。優しいのど越しと果実を思わせ

る甘い香りが特徴の「薫酒（青）」と

芳醇でキレの良い酒質にこだわり醸

造された「醇酒（白）」があります。

◆薫酒（青） 720ml 2,700円（税込） 1.8L 5,400円（税込）

◆醇酒（白） 720ml 1,728円（税込） 1.8L 3,456円（税込）

九州大学特別限定醸造酒

九州大吟醸

◆200g 650円（税込）

お問合せ 九州大学生活協同組合
九大グッズについての詳細は九大グッズウェブサ
イトをご覧ください。お問合せの方は、右記番号
までご連絡ください。

TEL 092-834-2072

九大グッズ 検索

九州大学初代総長 山川先生の事跡
にちなみ開発しました。
◆180g×2袋 500円（税込）

山川カレー
KYUSHU UNIVERSITYのロゴが
入った名刺入れ。化粧箱入り。
◆1,500円（税込）

革製名刺入れ
長谷川法世氏デザイン。
タペストリーとしても使用できます。
◆1,234円（税込）

手拭い

九州大学製法

はかた地どりのブルスト

九州大学グッズの紹介 研究成果を社会に還元する一つの形です。

「はかた地どりのブルスト」は、

農学部附属農場畜産研究室と

農事組合法人福栄組合、志摩

スモークハウスの三者の共同開

発により誕生しました。原料肉

に特定JAS認定地鶏「はかた地

どり」を100％使用しています。

▲ふるさと応援寄附の手続きの流れ

　伊都キャンパスの一部が立地する糸島市との連携に力をいれてい

ます。糸島市では、ふるさと応援寄附（糸島市への寄附）の使い道の

ひとつとして「九州大学との連携によるまちづくり事業」を掲げてお

り、地域の課題解決や地域資源の掘り起しなどにつながる研究を

行う本学の研究者を支援する「九州大学連携助成金」制度を実施し

ています。また、寄附者に対する返礼品についても、本学の研究成

果やアイディアを活用した九大グッズを充実させるなど、寄附の呼び

かけから寄附者への返礼まで一貫して連携を行っています。本学が

持つ知的資源や研究成果を地域活性化に活かし、糸島市が持つ豊

かな地域資源を本学の研究に活かして、互いの発展を目指します。

ふるさと納税制度の積極的活用
糸島市ふるさと応援寄附サイト等から寄附を申し込む

寄附の使い道で「九州大学との連携によるまちづくり事業」を選択

寄附金の受領証明書と返礼品を受領

ワンストップ特例制度を利用することで、
確定申告の手続きが不要となる場合があります。

確定申告

所得税・住民税の控除・還付を受ける

（ ）

糸島市ふるさと応援寄附サイト  http://www.city.itoshima.lg.jp/furusato/index.html
こちらのサイトから、「ふるさとチョイス」、「ふるぽ」のサイトへ接続し、寄附をお申込みいただけます。
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九州大学の活動を支える財務状況

1   貸借対照表

2   損益計算書

3   キャッシュ・フロー計算書

4   利益の処分又は損失の処理に関する書類

5   国立大学法人等業務実施コスト計算書

6   附属明細書

7　事業報告書 ※

8   決算報告書 ※

3月31日における財政状態を明らかにするものです。

4月1日～3月31日の１年間の運営状況を明らかにするもので、費用、収益や利
益の発生状況を表します。

4月1日～3月31日の１年間の資金の流れを一定の活動別に区分して表します。

貸借対照表で算定された当期未処分利益と損益計算書で算定された当期総
利益の処分の内容を表します。

教育・研究・診療等の業務運営に要した費用（コスト）のうち、国民の税金で
賄われている金額を表します。

法人の概要、財務情報と事業内容を関連表示したものです。

上記1～5の書類の内容を補足します。

年度計画における予算額と実際に執行した決算額を対比することで、予算の
見積りとその後の事業の推移を明らかにするものです。

※ 1～6が財務諸表です。7及び8は財務諸表に添付して提出することとされている書類です。

財務諸表

　「国立大学法人会計基準」に従って作

成するものです。貸借対照表と損益計算

書の当期総利益は一致します。

● 公共的な性格から利益獲得、独立採算を前提とせず、国から財源措置があります。

● 建物整備は国が決定し予算措置される等、大学単独の判断で意思決定が完結しない場合があります。

● 民間企業のような資本主を制度上予定せず、利益が配当されることはありません。

国立大学法人の主な特性

国立大学法人特有の会計処理

決算報告書

　国の会計認識基準に準じて、現金主

義を基礎としつつ出納整理期の考え方

を踏まえて、作成するものです。

各事業年度の財務諸表等は、以下のホームページにて公表しています。

九州大学ホームページ＞九州大学について＞公表事項＞財務諸表等　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/financial_statements/

国立大学法人会計基準の特徴については、以下のホームページにも解説を掲載しています。

九州大学ホームページ＞九州大学について＞公表事項＞国立大学法人会計基準の特徴について　http://www.kyushu-u.ac.jp/ja/university/publication/as_characteristic

貸借対照表 損益計算書 決算報告書

資産

負債

純資産

当期総利益

費用

当期総利益

収益

運営費交付金

補助金

自己収入

借入金

業務費

施設費

収入ー支出

償還金

　運営費交付金によって財源措置されない職員の退職金や賞与について、支給見込み額に基づき計上します。退職給付引当金・賞与引当金

　国立大学法人は、決算書（財務諸表等）を作成し、翌年度の6月30日までに文部科学大臣へ提出し、承認を得ることとされています。

財務諸表

　財務諸表と決算報告書は、作成基準が異なります。

作成基準が異なる二通りの決算書の作成

　「国立大学法人会計基準」は複式簿記、発生主義という点では企業会計原則と同じですが、次のような国立大学法人の特性を踏まえて、

企業会計原則とは異なる特有の会計処理を行っています。

国立大学法人会計基準の特徴について

　運営費交付金、授業料、寄附金、補助金などで固定資産を取得した場合、受領時の債務（負債）を「資産見返負債」に振り

替えます。固定資産の減価償却に伴って資産見返負債は資産見返負債戻入という収益に振替えられ、これらの処理により

資産・負債、収益・費用が均衡します。

損益均衡

例：運営費交付金で資産を取得

運営費交付金受入

現預金
100

運営費交付金
債務
100

貸借対照表（B/S）

資産取得

固定資産
100

資産見返負債
100

貸借対照表（B/S）

年度決算（減価償却）

貸借対照表（B/S）

損益計算書（P/L）

固定資産
80

減価償却費
20

資産見返負債
80

資産見返負債戻入
20

　施設費等は、施設等の更新が必要なときに出資者である国が責任をもって措置するものであることから、費用として認識

しないこととなっています。したがって、償却資産を取得した場合、取得価格を資本剰余金（純資産）に振替え、減価償却時

には減価償却費ではなく損益外減価償却累計額（資本剰余金のマイナス科目）を計上して、資本剰余金を減少します。

損益に影響しない会計処理

例：国から措置された施設費で資産を取得

施設費受入

現預金
100

預り施設費
100

貸借対照表（B/S）

資産取得

固定資産
100

資本剰余金
100

貸借対照表（B/S）

年度決算

貸借対照表（B/S）

固定資産
80

資本剰余金
80

　運営費交付金、授業料、寄附金、補助金などは研究教育等の業務を実施する義務があることから、受領した際に一旦債務

（負債）に計上します。その後、業務実施に伴い収益に振り替える会計処理をします。

収益の認識

年度決算①…通常どおり業務を行えば、損益が均衡します。　年度決算②…費用が抑えられれば、利益が発生し当期未処分利益となります。

期間進行基準：時の経過に伴い業務が実施されたとみなして運営費交付金債務を収益化する基準（原則）

業務達成基準：業務の実施に伴い運営費交付金債務を収益化する基準（プロジェクト研究等）

費用進行基準：費用発生額と同額の業務が実施されたとみなして運営費交付金債務を収益化する基準（退職給付金等）

○運営費交付金債務の収益化基準

例：運営費交付金で業務を実施

損益計算書運営費交付金受入

貸借対照表（B/S）

現預金
100

運営費交付金
債務
100

年度決算
①（損益が均衡する場合） ②（利益が生じる場合）
損益計算書（P/L） 損益計算書（P/L）

教育経費
100

運営費交付金
収益
100 利益

20

教育経費
80 運営費交付金

収益
100

業
務
実
施

　未処分利益のうち、経営努力により

生じた利益であると文部科学大臣か

ら承認を受けた金額は目的積立金と

なり、中期計画で定められた剰余金

の使途の範囲内において、翌年度以

降に使用することが可能になります。

目的積立金と積立金 未処分利益

経営努力で発生した利益
（現金の裏づけのある利益）

会計処理上の利益
（現金の裏づけのない利益）

目的積立金
（翌事業年度以降に使用）

積立金
（損失補填にのみ使用）

損益計算書の「当期総利益」と決算報告
書の「収入－支出」は、作成基準が異なる
ため一致しません。

「収入－支出」は国の時代は原則繰越し
ができませんでしたが、一定のルールに
よって繰越しができるようになりました。
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平成29事業年度決算の概要

前事業年度と比較した主な増減要因

貸借対照表  B/S (Balance Sheet )

九州大学の活動を支える財務状況

科目 H27事業年度 H28事業年度 H29事業年度 前年比

 【資産の部】
Ⅰ 固定資産
1 有形固定資産
 土地
 建物、構築物
 設備（機械装置、工具器具備品、医療用機器）
 建設仮勘定
 その他
2 無形固定資産
3 投資その他の資産
Ⅱ 流動資産
 現金及び預金
 医業未収入金
 有価証券
 その他

 【負債の部】
Ⅰ 固定負債
 固定資産見返負債
 大学改革支援・学位授与機構債務負担金
 長期借入金
 長期リース債務
 その他
Ⅱ 流動負債
 運営費交付金債務
 寄附金債務
 一年以内償還予定大学改革支援・学位授与機構債務負担金
 一年以内返済予定長期借入金
 未払金
 リース債務
 その他

 【純資産の部】
Ⅰ 資本金
Ⅱ 資本剰余金
Ⅲ 利益剰余金
 前中期目標期間繰越積立金
 教育研究診療等充実積立金（目的積立金）
 積立金
 当期未処分利益
 （うち当期総利益）

437,151
390,257
383,993
184,609
148,894
27,429
2,562

20,496
914

5,349
46,894
18,746
8,326

17,303
2,518

163,218
118,965
57,040
13,482
39,537
1,699
7,205

44,252
-

14,558
2,055
2,510

17,033
1,375
6,719

273,933
146,151
117,664
10,117
1,635

576
5,019
2,886

(2,886)

450,278
395,118
388,015
185,315
142,892
22,980
16,490
20,336

803
6,298

55,159
24,738
8,635

19,901
1,885

177,511
128,592
59,824
11,497
49,382

835
7,052

48,919
991

14,886
1,985
2,646

21,161
908

6,339

272,766
146,151
114,016
12,598
9,881

-
-

2,716
(2,716)

472,775
411,389
404,006
185,139
171,766
24,864
2,353

19,883
756

6,626
61,385
46,144
8,820
3,000
3,421

188,241
141,326
50,438
9,636

70,663
4,117
6,471

46,915
2,485

15,282
1,860
2,792

16,899
1,675
5,919

284,533
146,151
124,447
13,935
8,803
2,087

626
2,417

(2,417)

22,497
16,271
15,990
▲ 176
28,874

1,884
▲ 14,137
▲ 453
▲ 47

328
6,225

21,406
185

▲ 16,901
1,535

10,730
12,734
▲ 9,386
▲ 1,860

21,280
3,281
▲ 581
▲ 2,004

1,493
395

▲ 124
145

▲ 4,261
767

▲ 420

11,767
-

10,430
1,337

▲ 1,078
2,087

626
▲ 298

(▲ 298)

「建物、構築物」及び「現金及び預金」等の増加により、資産の部は4,727億円（対前年度＋224億円）となりました。

科目の説明

建設仮勘定

　建物や構築物は、着工から竣工

まで一定の時間がかかるため、建

設費用の一部を先に支払うことが

あります。この前払い相当額を建

物等が竣工するまでの間、一時的

に計上しておく科目です。

有価証券

　国立大学法人は、業務運営

に支障のない範囲において、

余裕金を運用することができ

ます。運用できる有価証券

は、国の方針により国債や地

方債等に限定されています。

大学改革支援・学位授与機構債務負担金

　旧：国立学校特別会計から国立大学財務・経営

センター（現：大学改革支援・学位授与機構）が承

継した財政融資資金借入金で、国立大学法人等が

債務を負担することとされた相当額の残高です。

借り入れたお金は、病院の診療施設、最先端医療

機器の整備などに使用しています。

長期借入金

　国立大学が法人化された平成16年4月以降に、

大学改革支援・学位授与機構や民間金融機関から

借り入れたお金の残高です。大学改革支援・学位

授与機構から借り入れたお金は病院の診療施設、

最先端医療機器の整備に、民間金融機関から借り

入れたお金は統合移転事業に使用しています。

土地
　伊都キャンパスへの移転事

業に伴い、箱崎地区の職員宿

舎、第三学生集会所（三畏閣）

を売却したことにより減少して

います。

建設仮勘定　
　総合教育研究棟（人文社会科

学系）、総合研究棟（農学系）、国

際化拠点図書館等（第2期）等が

竣工したことに伴い、建設中に

一時的に計上していた「建設仮

勘定」から、「建物、構築物」等の

本来計上すべき科目へ振り替え

たことにより減少しています。

現金及び預金、有価証券
　期首に保有していた有価証

券が満期を迎え、その資金を

定期預金として預け入れたこ

と等により、「有価証券」が減

少した一方で、「現金及び預

金」が増加しています。

長期借入金
　統合移転事業における施設

整備を行うことを目的に、民間

金融機関からお金を借り入れ

たことにより増加しています。

建物、構築物

総合教育研究棟（人文社会科学系）

　伊都キャンパスに、総合教育研究棟（人文社会科学系）、総合研究棟（農学系）、国際化拠点図書館（第2期）等が竣工

したことにより増加しています。

　イーストゾーンに位置する総合教育研究棟（人文社会科

学系）は、5つの棟が連続する配置となっており、多様な部

局の独自性を確立するとともに、研究院、学府、学部等組

織間の交流・連携を促し、学際性の醸成や学際融合研究

の推進に貢献する棟構成となっています。総合教育研究

棟（人文社会科学系）の整備により、隣接する国内最大級

の収蔵冊数を誇る中央図書館と併せ、教員、学生の部局の

枠を超えた交流が進むことで、本学にとって極めて魅力的

な知的空間となり、さらなる教育研究の発展が期待され

ます。最上階には石ヶ原古墳メモリアル展望室が配置さ

れ、キャンパス内外の豊かな自然環境を一望することがで

きます。

総合研究棟（農学系） 　総合研究棟（農学系）は、伊都キャンパスのウエストゾー

ン工学系地区の西側に位置し、東西方向に連続する大規

模な農学系の研究教育施設です。総合研究棟（農学系）の

整備により、センターゾーンからウエストゾーンに至るアカ

デミックゾーンが1つの線として繋がり、農学研究院、工学

研究院、理学研究院、システム情報科学研究院をはじめと

する関係部局が近接することになり、部局間の連携強化

による更なる教育研究の発展が期待されます。農場ゾー

ン、生物多様性保全ゾーン、保全緑地、グリーン・コリドー

など、総合研究棟（農学系）を取り囲むキャンパスの豊かな

自然環境の佇まいを育みつつ、ウエストゾーンの他地区と

緊密に連携することにより、多くの成果を生み出すことが

できる環境が形成されています。　

国際化拠点図書館（第2期） 　平成30年10月にグランドオープンした国際化拠点図書

館は、「いざなう（encourage）」「つなぐ（link）」「うみだす

（create）」「はぐくむ（cultivate）」の4つをキーワードとし、

九州大学の次の百年を担う図書館としてイーストゾーンに

整備されています。2万㎡の面積、1,350席の座席数、150

万冊の自動書庫を含む350万冊の収蔵能力を持つ、全国

でも有数規模の大学図書館です。4階に配置されている

「アクティブラーニングスペース」は、可動式の什器を中心

に構成し、スクリーン、プロジェクタ、音響設備等を整備す

ることで、グループ学習、プレゼンテーション、講習会など

多様な利用形態に対応し、学修者同士の対話を主体とす

る活発な学修空間を実現しています。

（単位：百万円、単位未満切捨）

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。
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教育経費

研究経費

診療経費

教育研究支援経費

受託研究費等

人件費

一般管理費

財務費用

その他

当期総利益

4.1%

9.2%

24.9%

2.9%9.4%

43.3%

3.2%

0.4%

0.7% 1.9%

※下記グラフには当期総利益を含みます。

運営費交付金収益

学生納付金収益

附属病院収益

受託研究収益等

寄附金収益

補助金等収益

資産見返負債戻入

その他

目的積立金取崩額

31.0%

8.5%36.8%

9.8%

2.3%

3.1% 4.9%
3.0%

0.3%

※下記グラフには目的積立金取崩額を含みます。

　大学の機能強化（組織の活性化、多様な人材

確保）を目的とした年俸制給与制度、病院承継

外職員制度の積極的活用及び給与改定（人事院

勧告）等により増加しています。なお、業務費に

占める人件費比率は概ね横ばいとなっています。

人件費
　機能強化促進係数の影響による運営費交

付金の交付額の減少及び伊都キャンパス移転

事業等について業務達成基準を適用し予算を

翌年度以降に繰り越したこと等により減少し

ています。

運営費交付金収益

　継続的、安定的な病院経営を堅持するた

め、病院経営重点事項を定め改善方策を進め

た結果、手術件数の増加による手術料の増

加、病床稼働率の増加に伴う入院患者数の増

加等、様々な成果が生じ、増加しています。

附属病院収益

損益計算書  P/L (Profit & Loss Statement )

九州大学の活動を支える財務状況

科目 H27事業年度 H28事業年度 H29事業年度 前年比

Ⅰ 経常費用
 業務費
 教育経費
 研究経費
 診療経費
 教育研究支援経費
 受託研究費等
 受託事業費
 人件費
 一般管理費
 財務費用
 雑損
Ⅱ 臨時損失
 固定資産除却損
 減損損失
 災害損失
 その他
費用合計

Ⅰ 経常収益
 運営費交付金収益
 授業料収益
 入学金収益
 検定料収益
 附属病院収益
 受託研究収益等
 受託事業等収益
 寄附金収益
 補助金等収益
 施設費収益
 資産見返負債戻入
 財務収益
 雑益
 その他
Ⅱ 臨時利益
 固定資産売却益
 資産見返負債戻入（臨時）
 運営費交付金収益（臨時）
 その他
収益合計

当期純利益（収益合計ー費用合計）

目的積立金取崩額
当期総利益（当期純利益＋目的積立金取崩額）

126,241
121,410

5,947
14,988
29,260
3,557

12,608
483

54,565
4,070

720
40

635
622

3
10
- 

126,877

126,930
42,139
8,605
1,474

261
42,565
13,051

499
2,935
5,231

104
6,634

32
3,390

3
1,546

54
244

1,247
0

128,477

1,599

1,286
2,886

123,375
118,673

5,358
12,880
30,257
3,482

12,143
533

54,018
4,078

583
39

669
393

-
37

238
124,045

126,423
41,657
7,936
1,496

268
44,215
12,570

535
2,828
5,017

237
6,431

22
3,202

3
149
15

132
-
0

126,572

2,527

189
2,716

124,046
119,439

5,260
11,708
31,732
3,722

11,283
670

55,059
4,076

481
49

842
606
12
29

193
124,888

126,793
39,461
9,084
1,493

266
46,888
11,837

690
2,994
3,983

318
6,281

29
3,458

3
83
0

83
-
0

126,876

1,988

429
2,417

670
765
▲ 97

▲ 1,171
1,474

240
▲ 859

137
1,041
▲ 2

▲ 102
10

172
212

12
▲ 7
▲ 45

843

369
▲ 2,195

1,147
▲ 2
▲ 1

2,673
▲ 733

154
165

▲ 1,033
81

▲ 149
7

256
0

▲ 65
▲ 15
▲ 49

-
▲0
304

▲ 538

239
▲ 298

科目の説明

運営費交付金収益（臨時）

　通常、事業年度内に使用しなかった運営費交付金は、「運営費交付金債務」として、翌事業年度に繰り越しますが、中期目標期間（6年単位）の最終年度においては、精算のために収益

として処理することとなっています。

平成29事業年度決算の概要

　経常費用は、「診療経費」、「人件費」等が増加し、1,240億円（対前年度+6億円）となりました。経常収益は、病院の経営努力により「附属

病院収益」が増加するなど、1,267億円（対前年度+3億円）となりました。また、目的積立金を財源として伊都キャンパスへの移転事業の実

施や箱崎キャンパスの閉鎖施設を撤去したこと等に伴い、「目的積立金取崩額」が増加した結果、当期純利益は24億円（対前年度▲2億

円）となりました。

前事業年度と比較した主な増減要因

費用、収益の内訳 教育経費トピックス

研究経費トピックス

国際大学建築コンペで本学学生チームが最優秀賞を受賞

新型スーパーコンピュータ「ITO」を導入

費用

収益

　平成29年4月19日（水）、世界各国の建築大学が参加した第7回LIXIL国際大学

建築コンペ「自然の中のスパ」において、本学チームの提案「Colobockle Nest」が

最優秀賞を獲得しました。本学チームの提案は、北海道に伝わるコロボックルの

伝説にちなみ、蕗の葉の下にある竪穴住居をイメージしています。葉の下で自ら

薪を焚いて上にある露天風呂に入って大自然を感じる、環境との共生を旨とする

ものです。担当学生の手による実施設計と施工監理を経て、平成30年3月に北海

道大樹町の敷地に竣工しました。

平成29年10月より、スーパーコン

ピュータ「ITO（いと）」の運用を開始

しました。スーパーコンピュータ「京」

と同程度の性能を持つ「ITO」の導入

により、AI・ビッグデータ、データサイ

エンス及びこれらを活用した研究に

おける利用が可能となりました。

HPCI(革新的ハイパフォーマンスコン

ピューティングインフラ）やJHPCN

(学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点）等、学外への計算資源提供機関

としての役割も果たしており、我が国の学術研究の基盤強化と新たな学術研究

の展開に貢献していきます。　

（単位：百万円、単位未満切捨）

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

▲模型を囲む参加メンバー▲竣工した「Colobockle Nest」

▲スーパーコンピュータ「ITO」
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H16収入額

115,750
百万円

42%

7%
8%

22%

5%

2%

8%
6%

H29収入額

158,863
百万円

27%

6%

3%

6%29%

9%

2%

15%

H16支出額

107,764
百万円

43%

4%
2%

6%

18%

27%

H29支出額

147,318
百万円

32%

31%

19%

3%

10%

2% 3%3%

区分の説明

キャッシュ・フロー計算書
九州大学の活動を支える財務状況

科目 H27事業年度 H28事業年度 H29事業年度 前年比

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

 運営費交付金収入

 附属病院収入

 学生納付金収入

 補助金及び受託研究等収入

 原材料、商品又はサービスの購入による支出

 人件費支出

 その他

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ 資金に係る換算差額

Ⅴ 資金増減額（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＋Ⅳ）

Ⅵ 資金期首残高

Ⅶ 資金期末残高（Ⅴ＋Ⅵ）

11,770

41,891

42,750

10,365

18,454

▲ 47,001

▲ 57,062

2,372

▲ 17,598

▲ 137

-

▲ 5,966

20,112

14,146

14,372

42,798

43,891

10,326

18,190

▲ 46,036

▲ 57,623

2,825

▲ 14,663

3,983

-

3,691

14,146

17,838

12,165

41,567

46,707

10,287

16,653

▲ 47,030

▲ 57,634

1,614

▲ 29,574

15,814

-

▲ 1,593

17,838

16,244

▲ 2,206

▲ 1,230

2,815

▲ 39

▲ 1,537

▲ 993

▲ 10

▲ 1,210

▲ 14,910

11,831

-

▲ 5,285

3,691

▲ 1,593

財務構造（決算報告書）
九州大学の活動を支える財務状況

平成29事業年度決算の概要

　附属病院収入が増加した一方で、伊都キャンパスへの統合移転事業費が増加した結果、業務活動によるキャッシュフローは、121億円

（対前年度▲22億円）となりました。また、長期借入金による借り入れが増加したことにより、資金期末残高は162億円（対前年度▲15億

円）となりました。

　平成16年度の法人化当初から10年以上経過し、本学の財務構造は大きく様変わりしています。収入面では、国から交付を受ける運営費

交付金が減少する中、附属病院収入や産学連携等研究収入が大きく増加しており、中でも附属病院収入は、病院の経営努力により増収を

続け、今では運営費交付金を上回っています。一方、支出面では、事業規模の増加に伴い全体的に増加していますが、とりわけ診療経費の

増加が顕著となっています。

　国立大学の法人化以降、毎年運営費交付金が削減されている中で、多様な収

入源の確保が課題となっています。本学においては、当面支払いを予定していな

い手元の余裕金を財源として国債等の債権の購入や定期預金等を行うことによ

り、平成29年度においては、約7,700万円の運用収入を得ています。この活動に

よるお金の動きは、「投資活動によるキャッシュ・フロー」として表れます。金利

の下落が進む状況下において、本学では綿密な資金繰計画をたてることで滞留

資金の圧縮を図り、機動的かつ効率的な運用を行うことによって、運用益の確

保に努めているところですが、今後は、国の法律の改正を受け、元本保証のある

金融商品から、収益性の高い金融商品（外貨、投資信託、金銭信託 等）に資金運

用を拡大し、更なる運用益の確保を目指します。

財務活動トピックス

トピックス

運用実施率
（単位：%）

運用実績
（単位：百万円）

＊上記のグラフは、決算報告書の決算額です。

＊H16の決算報告書では「一般管理費」という項目がありますが、便宜上このグラフでは「教育研究経費」「診療経費」に按分して計上しております。

＊上記の産学連携等研究収入などの外部資金は、他機関への分担金等を除外した額を計上しているため、P29に記載の受入額とは一致しません。

＊単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

運営費交付金

施設整備費補助金

補助金等収入

学生納付金収入

附属病院収入

産学連携等研究収入

寄附金収入

長期借入金収入

その他

48,516

8,148

-

9,456

24,849

6,058

2,637

9,073

7,011

42,559

9,886

4,337

10,287

46,707

14,000

3,202

24,072

3,807

▲ 5,957

1,738

4,337

831

21,858

7,942

565

14,999

▲ 3,204

H16 H29
単位：百万円
対H16比

単位：百万円
対H16比

教育研究経費

診療経費

施設整備費

補助金等

産学連携等研究経費

寄附金事業費

長期借入金償還金

45,909

29,307

19,622

-

6,022

2,214

4,689

47,120

45,563

28,400

  4,310

14,147

  2,805

  4,970

1,211

16,256

8,778

4,310

8,125

591

281

H16 H29

120

80

40

0

75

50

25

0
H25 H26 H27 H29H28

収入 支出

長期運用 短期運用 運用実施率

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　教育・研究・診療等の大学の通常業務の実施に伴う資金

の収支状況を表します。教育や研究、診療などに必要な物

品・サービスの購入や、学生のみなさまからの授業料、患者

のみなさまからの附属病院収入などを計上しています。

　将来に向けた運営基盤確立のための投資の実施に伴う

資金の収支状況を表します。定期預金や有価証券等による

資金運用や固定資産の取得・売却などを計上しています。

　資金調達や返済などに伴う資金の収支状況を表しま

す。病院の整備や統合移転事業のために大学改革支援・

学位授与機構や民間金融機関から借り入れたお金やその

返済費用、リース契約により導入した設備の支払額などを

計上しています。

（単位：百万円、単位未満切捨）

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

24

53
89

76 66

37
19

65

23
32

90

75
83 82 85

運用実績額及び運用実施率の推移
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H28

H28H28

財務指標
九州大学の活動を支える財務状況

　財務指標とは、国立大学法人の財政状態と運営状況を総合的に把握し分析する上で基礎データとなるものです。国立大学法人の教育

研究活動自体を評価するものではありませんが、活動状況を多面的に把握するための参考情報の一つとして活用されることが期待されて

います。今回は、平成24事業年度から平成29事業年度までの6事業年度の推移をまとめました。

*1 同規模7大学（北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学）

*2 5月1日を基準日とした学生（学部生、大学院生）数

*3 5月1日を基準日とした教員（常勤）数

*4 単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

160,000

120,000

80,000

40,000

0

80%

60%

40%

20%

0%

　　　　人件費比率は、病院収入を財源とした医師等の雇用増や給与改定（人事院勧告）等の増加要因はあるものの、業務の改善や効率化の積極的な推進を

行った結果、概ね横ばいの46.1%となりました（同規模7大学（*1）の中で5番目に低い値）。本学では、引き続き、大学の機能強化（組織の活性化や多様な人材確

保）を目的とした人事戦略や業務改善による時間外勤務の削減等に取り組んでいきます。

Point

1. 人件費比率
指標の概要 項目（単位）

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

49.0% 47.1% 46.4%

51,429 49,348 53,632

105,018 104,875 115,557

46.1%

55,059

119,439

人件費比率（%）：ａ÷ｂ

人件費（百万円）：ａ

業務費（百万円）：ｂ

業務費に占める人件費の割合を示す指標であ
り、比率が低いほど効率性が高いとされてい
ます。

H24 H25 H26 H27

人件費 業務費

16,000

12,000

8,000

4,000

0

8,000

6,000

4,000

2,000

0

　　　　教員当たり研究経費は、補助事業の事業期間終了や交付額の減少等から昨年度に引き続き減少となり5,675千円となりました（同規模7大学（*1）の中

で3番目に高い値）。しかしながら、本学では、アクションプランの実現に向けた取組に重点的・戦略的な学内資源の再配分を行うとともに、その成果を検証する

など、研究体制の強化に努めており、引き続き研究経費の確保に取り組んでいきます。

※研究経費は、研究施設の減価償却費等も含まれていることから、その全額を研究者が使えるわけではありません。

Point

3. 教員当たり研究経費
指標の概要 項目（単位）

教員当たり研究経費
（千円）：ａ÷ｂ

研究経費（百万円）：ａ

教員数（*3）（人）：ｂ

教員一人当たりの研究経費を示す指標であ
り、この数値が高いほど教員一人当たりが使
用した研究経費が大きいことを示します。

H24 H25 H26 H27

研究経費

16,000
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4,000

0

1,000
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500

250
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　　　　学生あたり教育関係経費は、授業料等免除枠及び教員人件費が増加したこと等から増加に転じ843千円となりました（同規模7大学（*1）の中で5番目

に高い値）。本学では、既存の枠を超えて幅広い知識と高度なコミュニケーション能力により多様な学知を組み合わせて課題解決を行う人材を育成する「共創学

部」の新設など、更なる教育環境の整備・充実に努めています。

※教育関係経費は、損益計算上の教育経費（学生等に対し行われる教育に要した経費）の他、教員人件費等を加算した額です。

Point

2. 学生当たり教育関係経費
指標の概要 項目（単位）

学生当たり教育関係経費
（千円）：ａ÷ｂ

教育関係経費（百万円）：ａ

学生数（*2）（人）：ｂ

学生一人当たりの教育関係経費を示す指標
であり、この数値が高いほど学生一人当たり
にかけられた教育関係経費が大きいことを
示します。

H24 H25 H26 H27

教育関係経費 学生当たり教育関係経費
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　　　　外部資金比率は、概ね横ばいの12.2%となりました（同規模7大学（*1）の中で7番目に高い値）。国の厳しい財政状況により運営費交付金が年々減少す

る中、外部資金の獲得は喫緊の課題であり、本学では、各種外部資金の獲得状況や他大学との比較により本学の研究力の現状を分析した「研究戦略データ集」

を発刊し、全教員に配布するなど、外部資金獲得向上に努めています。

Point

4. 外部資金比率
指標の概要 項目（単位）

外部資金比率（％）：ａ÷ｂ

外部資金（百万円）：ａ

受託研究収益等
受託事業等収益
寄附金収益

経常収益（百万円）：ｂ

経常収益に占める外部資金の割合を示す指
標であり、比率が高いほど外部資金の受入が
拡大していることになります。

H24 H25 H26 H27

外部資金 経常収益 外部資金比率

人件費比率

H29

教員当たり研究経費

H29

H29

H28年度 H29年度

44.9%

54,565

121,410

45.5%

54,018

118,673

H29年度

843

15,771

18,707

H24年度 H25年度 H26年度

662 715 832

12,519 13,437 15,670

18,925 18,799 18,846

H27年度

837

15,699

18,747

H28年度

815

15,211

18,659

H28 H29

H29年度

5,675

11,708

2,063

H24年度 H25年度 H26年度

6,487 6,692 6,921

13,617 13,833 14,576

2,099 2,067 2,106

H27年度

7,175

14,988

2,089

H28年度

6,317

12,880

2,039

H29年度

12.2%

11,837
690

2,994

15,521

126,793

H24年度 H25年度 H26年度

10.1% 10.6% 10.9%

7,837 8,159 9,937
386 496 467

3,063 3,083 2,874

11,286 11,739 13,280

111,471 110,559 121,475

H27年度

12.9%

13,051
499

2,935

16,486

128,177

H28年度

12.6%

12,570
535

2,828

15,935
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　文部科学省世界トップレベル研究拠点プログラム､研究拠点形成費等

補助金、医療研究開発推進事業費補助金などがあります。

□世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）：1,319,728千円

　（29年度受入分）

□研究拠点形成費等補助金：4件 958,618千円

補助金

　文部科学省が､あらゆる分野で独創的･先駆的な研究を発展させること

を目的として交付する補助金です｡

□科学研究費補助金（基盤研究（S））：21件 685,973千円

□科学研究費補助金（基盤研究（A））：103件 1,134,421千円

□科学研究費補助金／学術研究助成基金助成金（基盤研究（B））：

　301件 1,467,332千円

科学研究費助成事業（科学研究費補助金/学術研究助成基金助成金）

　企業や個人などから大学に対し､学術研究や教育の充実などのために寄

附していただいた資金です｡

□周産期・小児医療学講座（寄附講座）：60,000千円

□連携病態修復内科学講座（寄附講座）：47,000千円

□九州大学基金事業：221,436千円

寄附金

　企業等と共同の研究を実施するために受け入れる資金です｡

□QUESTにおける高温壁下粒子循環制御と高電磁力非誘導電流駆動：

159,959千円

共同研究

　国又は独立行政法人等の公募及び民間企業より研究費として受け入れ

る委託費です｡

□水素利用技術研究開発事業 : 5件 706,313千円

□日本医療研究開発機構委託費 : 197件 3,000,523千円

受託研究

　臨床受託研究科（治験）や受託研究員、分析料等で受け入れた資金です。

その他

　国又は独立行政法人等が､科学技術の振興等を目的として交付する補

助金です｡

□厚生労働行政推進調査事業費補助金：2件 212,713千円

□厚生労働省科学研究費補助金：9件 63,566千円

文部科学省以外の科学研究費補助金等

　本学では、国から交付される運営費交付金のほかに、教育・研究活動を進展させるために不可欠である外部資金（科学研究費助成事

業・産学連携等研究収入・寄附金等）の獲得に努めています。

外部資金受入

　外部資金の受入額は、概ね同額で推移していますが、寄附金の受入件数は増

加傾向にあります。本学では、より多くの方々に寄附していただけるよう、本学の

施設利用や全国のホテル・レストランでの割引サービスなど、本学へ寄附してい

ただいた方への特典の充実を図っています。詳細は、P31を参照してください。

トピックス1

トピックス2

　本学では、科研費獲得向上のため、新たに科研費を申請する若手研究者を対象

とした説明会や、シニア研究者からの助言を踏まえたURA による申請書レビュー

支援を行っています。また、平成30 年度応募に際しては、URA が主導して、文科

省から講師を招へいした「科研費改革説明会」を開催するとともに、「科研費申

請・獲得ハンドブック」について、日本語版に加え、新たに英語版も作成し、全教

員へ配付しました。平成29 年度科研費の新規の採択件数・金額は全国大学で5

位へ上昇し（平成28 年度6位）、新規採択金額は１億円以上増額となる等、様々な

取組の効果が表れてきています。加えて、日本学術振興会特別研究員の採択に向

けた取組として、面接選考（第二次選考）の対象者19 名に対し、面接候補者の専

門に近い学内教員及びURA を審査員とした模擬面接を実施して、当該候補者へ

のアドバイスや情報提供等を行い、13 名が採用されました。さらには、科研費大

型種目のヒアリング審査対象者のうち希望者に対して、採択経験が豊富な教員

及びURA を審査員として模擬審査を実施しました。このほか、本学における各種

外部資金獲得状況や他大学との比較により本学の研究力の現状を分析した「研

究戦略データ集」を、平成28 年度に引き続き発刊し、全教員に配付するとともに

Web サイトにも掲載し、外部資金の獲得意欲の向上に努めています。

科学研究費助成事業受入額の推移
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※このグラフには、間接経費及び一般管理費を含みます。
※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。 ※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。

※単位未満切捨のため、表上の計算が合わない箇所があります。
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一般寄附

　寄附者から使途を特定された寄附金について

は、使途特定寄附として受け入れています。

使途特定寄附

　平成28年9月、屋久島における正課中に本学

学生が亡くなった事故を受けて、事故の記憶を風

化させることなく、教育研究活動における安全の

確保、安全教育の充実、事故災害の発生防止、安

全意識の向上を図るために、毎年10月1日を「九

州大学安全の日」として制定。学生及び教職員が

一層安全な教育研究活動を推進することを願

い、平成29年に新たに設置した基金です。平成

29年度は教職員・学生などの多くの方からの支

援により約180万円のご寄附をいただきました。

教育研究活動における
安全管理・安全教育活動支援基金

このほか、学部周年事業等の使途特定プロジェクト等が多数進行
中です。詳細は、下記ウェブサイトをご参照ください。

　100年先を見据えた伊都キャンパスの研究教

育環境に潤いと活気をもたらし、さらに快適な

キャンパスとするための寄附を募るプロジェクト

です。平成29年度は約310万円の寄附があり、記

念植樹及び銘版の設置を行いました。

伊都キャンパス植樹プロジェクト

　山川賞を受賞し、私の夢に対する自信は大きく変

わりました。私にとって山川賞に挑戦することは、自分

のこれまでの活動の総まとめであり、また次のステッ

プへと進むきっかけでもありました。私は山川賞を通

した受賞者の方との繋がり、九州大学のイベント参加

といった、互いを鼓舞し切磋琢磨する機会・仲間が増

えたことを嬉しく思います。今後は国際機関とJICA

の共同主催で行われるエコノミクス養成プログラム

への参加、環境海外インターンシップへの挑戦も考え

ています。常にアンテナを高く持ち、幅を広げられる

チャンスがあれば積極的に行動していきたいです。
▲寳藏花穂さん：21世紀プログラム
　課程4年（写真前列左から4番目）

お問合せ 総務部同窓生・
基金課基金係

詳細は九州大学基金ウェブサイトをご覧ください。お

問合せの方は、下記番号までご連絡ください。

九大基金 検索

TEL 092‐802‐2150

寄附の種類

　九州大学では、年額2千円以上の継続寄附者、もしくは一括

1万円以上の寄附者を対象とした、『九大会員』制度を実施して

います。社会のみなさまとよりよいネットワークを築き、社会と

ともに発展する大学をめざしています。

九大会員のご案内

九州大学基金

　九州大学基金は平成23年に、百周年記念事業の一つとして創

設されました。グローバル化する世界の学術リーダーとして「知

の新世紀を拓く」拠点の構築を目指し、世界中の人々から支持

される質の高い高等教育を一層推進し、より善き知の探求と創

造・展開の拠点として、人類と社会に真に貢献する研究活動を

促進していくため、九州大学の教育研究、診療等に対する支援と

その環境の更なる整備・充実を図ることを目的としています。

　九大会員は卒業生や教職員、学生の保護者のみなさまをはじめ、本学を応

援していただける方であればどなたでもご入会いただけます。1回のみのご寄

附のほか、ご希望の金額・サイクルを設定することで継続的にご支援いただく

ことも可能です。

入会（九州大学基金への寄附）の方法

　九大会員のみなさまには、ご寄附申し込み

後、九大会員証を発行します。平成25年度より

発行を開始し、現在約6,000人の九大会員に九

州大学基金を支援していただいています。また、

平成30年5月より、高額寄附者を顕彰するため

に終身会員制度を導入し、基準額に達した寄附者へは終身会員証（有効期限

なし）を随時発行していきます。

会員証の発行

・九州大学の附属図書館や各オフィス
 （博多駅・東京・大阪）のご利用
・九州大学九重研修所（山の家）の利用
・全国のホテル・レストラン割引など

学内・学外施設利用

生涯メールアドレスサービス

　九大会員のみなさまには、学内外

の施設利用やホテル・レストランの割

引、生涯メールアドレスサービスなど

のさまざまな特典をご用意しており

ます。特典は随時更新し、みなさまに

喜んでいただける特典の充実に努め

ています。最新情報は九州大学基金

ウェブサイトに掲載しています。ぜひ

ともご入会いただき、九州大学を応

援してください。

九大会員の特典

所得税の優遇措置
　九州大学基金を含む本学への寄附金は、所得税法上の寄附金控除の対象

となる特定寄附金として、財務大臣から指定されています。本学が発行する

「寄附金領収書」を添えて、所轄税務署に確定申告を行うことで、控除を受け

ることができます。

個人住民税の優遇措置
　福岡県、福岡市、糸島市、大野城市、春日市など居住自治体の条例で本学へ

の寄附金が控除対象として指定されている場合、確定申告することにより個

人住民税（都道府県民税及び市町村民税）の寄附金控除が受けられます。

法人税の優遇措置
　本学への寄附金は、法人税法上の全額損金算入を認められる指定寄附金と

して、財務大臣から指定されています。

税法上の優遇措置

　特に使途を特定しない一般寄附は、学生や教職員の支援助成事業に活用し

ています。とりわけ学生は、潤沢な資金を持ち合わせていない場合が多いこと

から、みなさまからいただいた寄附金が頼みの綱となっています。支援を受け

た学生からの声を、一部ではございますが紹介します。

　本学の学生が、国際会議等に論文を提出し、研究成果を発表することにより、

国際感覚の醸成を図ることを目的とした事業です。平成29年度は、総額2,000万

円の予算を準備し、65名の学生が米国、ヨーロッパ、アジア等で開催された国際

会議等に参加し、研究発表を行いました。

学 生 の 国 際 会 議 等 参 加 支 援

山 川 賞

　山川健次郎初代総長の名を冠した賞であり、九州大学教育憲章が指向する

人間性、社会性、国際性、専門性について優れた志を持ち、学業成績が優秀な

学部学生を選考し、年間100万円を最短修業年限まで支給します。平成29年度

は、27名の学生に延べ2,700万円の奨学金を支給しました。

九州大学基金の
取組

支援助成事業 各年度決定額
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0

万円 学生支援 教職員等支援

H24

2,924

5,841

H25

2,339

7,685

H26

2,129

8,231

H29

100

8,460

H28

300

7,667

H27

1,878

8,610

九大基金寄附額累計と年度末保有額

4,000
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3,000

2,500

百万円

創設時 H24 H25 H26 H29H28H27

H26年度
61

H27年度
71

H28年度
180

H29年度
221

H25年度
152H24年度

143

3,340 3,395
3,271

3,122 3,0863,0253,051

年度末保有額

九州大学基金

創設時

平成29年度末残高

寄附累計（平成29年度末）

33億4,077万6,957円

30億8,632万5,448円

41億6,793万6,496円

教育 研究

ネット
ワーク

使途特定

診療

私の夢に対する自信は
大きく変わりました。

学生
の声

　国際学会での研究発表で、賞を受賞することがで

きました。拙い英語表現であったとは思いますが、読

み手に分かりやすい表現、伝えようとする気持ちを

大切に臨んだ結果だと思います。国際学会で賞を受

賞することができたことは、今後の大きな糧となりま

した。国際会議に参加することで、知識が深まるだけ

でなく、将来のキャリア形成に向けた人脈形成や外

国の文化を知ることにより、より世界を身近に感じる

ことができるようになりました。この経験は、今後の

研究へのモチベーションにつながると感じています。▲田川聡美さん：生物資源
　環境科学府博士後期3年（写真右）

国際的な人脈形成を
行うことができました。

学生
の声

創設時
寄附額
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伊都キャンパス
九大学研都市 姪浜 天神

大橋

竹下

白木原

大野城

中洲川端

大橋キャンパス

病院キャンパス

筑紫キャンパス

博多駅

馬出九大
病院前

箱崎九大前

福
岡
空
港

別府キャンパス

伊都キャンパスは、2005年に移転を開始し、10年を

超える歳月をかけ、2018年に完成しました。現在、学

生教職員数約19,000名の本学最大のキャンパスで

す。水素エネルギーや燃料電池等の研究開発等の近

未来の社会モデル提供や、自然環境との共生などを

図る、世界でも類をみない「総合研究の拠点」となる

キャンパスです。

大橋キャンパスは、2003年に九州芸術工科大学との統

合により誕生し、芸術と科学技術を統合したデザイン

の教育・研究拠点です。

病院キャンパスは、医学系、九大病

院等を擁し、将来の医療を担う医

療人の育成と、高度先進医療の開

発・提供を行う教育・研究・診療拠

点です。

病院キャンパスは、医学系、九大病

院等を擁し、将来の医療を担う医

療人の育成と、高度先進医療の開

発・提供を行う教育・研究・診療拠

点です。

〒812-8582 福岡市東区馬出3-1-1

〒815-8540 福岡市南区塩原4-9-1

筑紫キャンパス

大橋キャンパス

別府キャンパス
〒874-0838
大分県別府市大字鶴見字鶴見原4546

伊都キャンパス

〒819-0395 福岡市西区元岡744

筑紫キャンパスは、先端研究を

担う様々な研究施設を擁し、物

質、環境とエネルギーの共生型

社会の実現を目指す教育・研究

拠点です。

〒816-8580 春日市春日公園6-1

病院キャンパス

理事メッセージ

井上 和秀

　「九州大学財務レポート2018」を最後までお読

みいただきありがとうございます。

　本学の財務状況を中心に、代表的な教育、研

究、診療、そして産学官民連携の活動状況が少し

でも多くのみなさまに伝えることができたなら

大変嬉しく思います。

　平成30年秋、平成の時代をかけて取り組んで

きた一大事業である伊都キャンパスへの移転が

ついに完成しました。本学は、この伊都キャンパ

スを拠点として、新たな時代を歩み始めます。こ

のたびの伊都キャンパスの完成まで、多大なご

支援を賜りましたすべての皆様に、この場をお借

りしまして厚く御礼申し上げます。

　さて、本学の教育研究活動など持続的な運営

は、国民のみなさまからの税金を原資とした大

学運営の基盤となる運営費交付金に加え、学生

のみなさまからの学生納付金、企業や自治体等

のみなさまからの共同研究費、同窓生を含めた

多くの方々からのご寄附など、様々なご支援によ

り支えられています。

　地球規模の課題が山積する現代そして未来の

社会を支えるため、国内外で活躍する人材育成

や社会のあらゆるイノベーションの牽引といった

我が国の要請に応えていくことが必要です。本

学は、平成27年度に「九州大学アクションプラン

2015-2020」を策定し、久保総長のリーダーシッ

プにより自律的な改革を続けていくことをお約

束します。

　現在、国立大学の経営状況は厳しさを増して

おり、平成16年度の法人化以降で本学の運営費

交付金は約70億円も減少し、持続的な教育研究

活動を支える教職員の人件費を確保することす

ら困難な状況にあります。この現状に対処する

ため、教育研究に係る外部資金の獲得、産学官

連携の推進、九大基金の構築、資産の運用、クラ

ウドファンディングやネーミングライツの導入、

管理的経費の削減など、様々な観点から財務基

盤の確保に努めてきました。

　今後も運営費交付金が削減されることが想

定されていますが、限られた学内資源の再配分

を徹底するとともに、多様な財源確保に向けた

活動に取り組んでいきます。

　本学を巡る経営状況は大変厳しいものであり

ますが、財務基盤の多様化や学内資源の戦略的

な活用により、教職員が一致団結し、「躍進百

大」の実現を目指します。

　引き続き、より多くのみなさまに本学の現状

をわかりやすくお伝えしていきますので、ご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

キャンパス紹介

特色のあるキャンパスが多様な活動を支えています。

平成30年12月

九州大学理事・副学長（財務担当）
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